
 

 

発
行
責
任
者 

松
永 

正
典 

編
集
責
任
者 

高
橋 

俊
彦 

訃 

報 
 

9
班 

横
山
美
弥
子 

さ
ん 

R7

5
月
10
日(

93
歳) 

10
班 

石
井
八
重
子 

さ
ん 

R7

6
月
2
日(

92
歳) 

8
班 

石
山 

務  

さ
ん 

R7

8
月
11
日(

88
歳) 

14
班 

鈴
木
静
子 

さ
ん 

R7

8
月
13
日(

87
歳) 

4
班 

横
山
ハ
ツ
子
さ
ん 

R7

10
月
19
日(

86
歳)

2
班 

新
谷
健
一 

さ
ん 

R7

9
月
15
日(

77
歳) 

15
班 

工
藤
珠
子 

さ
ん 

R7

10
月
28
日(

90
歳) 

 

謹
ん
で
ご
冥
福
を 

お
祈
り
い
た
し
ま
す 

          

【
主
な
行
事
】 

 

今
年
度
も
上
半
期
が
経
過
し
、
毎
年
の

こ
と
で
す
が
こ
の
半
年
に
集
中
す
る
大

き
な
行
事
を
無
事
に
終
え
ら
れ
、
一
息
つ

い
た
感
が
あ
り
ま
す
。 

 
 

                               

          

【
主
な
事
業
】 

 

児
童
公
園
の
除
草
作
業
は
、
今
年
４
回

行
い
ま
し
た
。
会
館
前
と
前
野
町
の
Ｌ
字

公
園
の
大
き
な
公
園
２
カ
所
は
、
刈
取
り

を
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
委
託
し
、 

～
・
～
・
～
・
～
・
～
・
～
・
～
・
～ 

                               

草
集
め
作
業
は
、
例
年
通
り
環
境
安
全
部

の
皆
さ
ん
が
担
当
し
ま
し
た
。
他
の
小
さ

な
公
園
４
カ
所
は
、
年
４
回
、
後
述
す
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
隊
に
活
躍
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。 

 

総
務
部
で
は
回
覧
板
を
２
週
ご
と
に

定
期
的
に
発
出
す
る
よ
う
取
り
組
み
ま

し
た
。
戸
別
配
布
物
を
含
め
、
４
つ
の
ブ

ロ
ッ
ク
単
位
で
分
担
し
て
班
長
へ
届
け
、

回
覧
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。 

 

子
供
会
育
成
部
の
廃
品
回
収
は
、
４
月

か
ら

10

月
ま
で
４
回
実
施
し
、
リ
サ
イ

ク
ル
に
も
貢
献
し
ま
し
た
。 

 

今
年
度
の
重
点
事
項
の
一
つ
で
あ
る
、

「
私
た
ち
の
手
で
創
る
安
全
で
住
み
や

す
い
町
」
を
実
現
す
る
た
め
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
隊
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
17

名
の
方

か
ら
参
加
の
申
込
み
を
い
た
だ
き
、
本
格

的
な
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。 

 

主
な
活
動
と
し
て
は
、
雑
草
や
雑
木
が

茂
る
空
き
地
の
地
権
者
に
、
対
処
依
頼
の

連
絡
を
し
て
も
具
体
的
対
処
が
進
ま
な

い
場
合
、
草
刈
り
・
伐
採
を
行
い
ま
し
た
。

他
に
は
ゴ
ミ
箱
の
補
修
等
に
あ
た
り
、
活

動
は
十
数
回
に
及
び
、
延
べ
参
加
人
数
は

１
０
８
名
と
な
り
ま
し
た
。
厳
し
い
暑
さ

の
中
よ
く
頑
張
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

最
近
の
ク
マ
の
出
没
情
報
を
見
聞
き

す
る
た
び
、
安
全
な
町
を
守
る
た
め
に
先

ん
じ
て
対
策
で
き
た
こ
と
は
誇
り
に
さ

え
思
い
ま
す
。
本
当
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。 

 

ゴ
ミ
箱
の
修
理
に
関
し
て
は
、
予
定
通

り
の
進
捗
と
ま
で
は
い
か
な
か
っ
た
と

こ
ろ
で
す
が
、
他
の
行
事
や
天
候
に
左
右

さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
次
年
度
を
見
据
え

て
計
画
を
見
直
し
、
少
し
で
も
ス
ピ
ー
ド 

ア
ッ
プ
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。 

 

交
通
安
全
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、
環

境
安
全
部
で
運
動
期
間
中
に
町
内
数
カ

所
に
、
注
意
喚
起
の
の
ぼ
り
旗
を
立
て
ま

し
た
。
特
に
前
野
町
の
新
歩
道
沿
い
に
、

10

本
新
規
に
調
達
し
て
イ
ン
パ
ク
ト
の

あ
る
掲
示
と
し
、
安
全
意
識
の
啓
発
に
努

め
ま
し
た
。
ま
た
、
班
長
ほ
か
よ
り
危
険

個
所
を
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
た
も
の
を
ま
と

め
た
「
沖
田
町
内
会
交
通
安
全
マ
ッ
プ
」 

を
作
成
し
た
の
で
、
別
途
配
布
し
ま
す
。 

 

敬
老
記
念
品
（
社
会
福
祉
協
議
会
分
と

沖
田
町
内
会
分
）
と
名
簿
の
配
布
を
婦
人

部
で
行
い
ま

し

た

。

ま

た
、「
ふ
れ
あ

い
弁
当
」
の

配
達
に
も
尽

力
い
た
だ
き

ま
し
た
。 

【
班
長
ヒ
ア

リ
ン
グ
】 

 

全
体
的
に

高
齢
化
が
進

ん
で
き
て
お

り
、
班
長
業

務
や
婦
人
部

の
業
務
な
ど

に
問
題
も
出

て
き
て
い
ま

す
。 

 

課
題
と
と

ら
え
、
対
策
を
急
ぐ
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

（
関
連
記
事
裏
面
） 

 

■

27

班
の
は
み
だ
し
電
柱
の
件
で
、
東

北
電
力
様
と
「
ゆ
と
り
の
平
屋
」（
マ
ス
タ

ー
ピ
ー
ス
）
様
の
間
で
協
議
が
進
み
、
年

内
目
途
に
移
設
工
事
が
実
施
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
ひ
と
つ
安
全
な

通
行
の
た
め
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
実
現

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
敷
地
の
確
保
な

ど
の
調
整
に
尽
力
い
た
だ
い
た
工
藤
潤

平
市
議
会
議
員
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。 

■
町
内
の
市
道
の
傷
み
が
目
立
ち
、
至
る

所
で
ひ
び
割
れ
・
轍
・
マ
ン
ホ
ー
ル
段
差

な
ど
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
市
に
連
絡
す

る
と
、
小
さ
な
も
の
で
あ
れ
ば
西
部
Ｓ
Ｃ

で
可
能
な
範
囲
で
す
ぐ
に
補
修
し
て
く

れ
ま
す
。
通
行
上
危
険
な
個
所
な
ど
は
役

員
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
、
市
へ
要
望
し

て
い
き
ま
す
。 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

      

発行日 令和 7 年 12 月 5 日 No.50 

 

令
和
７
年
度
上
期 

活
動
の
ふ
り
返
り 

 

中
間
期 
班
長
会
議
に
て
総
括 

No.50 

令和７年度の主な行事 

5/25～26

（日～月） 

日吉山王祭 

旗立て、一本木接待、慰労会  
①  

6/8（日） 

新屋鹿嶋祭り 

 人形作り、竹取、ガジキ取、船造り 

 運航、慰労会 

②  

7/22～29

（火～火） 

夏休みラジオ体操（子供会育成部）  

 ラジカセ準備、参加景品配布  
③  

8/ 23（土） 
沖田町夏まつり 

 会場、出店、ステージ 
④  

9/7（日） 
新屋町民大運動会 

 テント立て、競技、慰労会  
⑤  

 

出生おめでとう！  

３０班  

鈴木 湊大（みなと）くん 

結実さん 第 2 子（次男） 

令和 6 年 9 月 12 日生まれ 

１１班 

大門 快維（かい）くん 

隼也さん 第 2 子（長男） 

令和 7 年 3 月 26 日生まれ 

２６班  

市川 斗和（とわ）さん 

市川 陽琉（はる）くん 

雅悠さん 第 1 子（長女） 

 第２子（長男） 

令和７年 5 月１日生まれ 

１２班 

佐々木 心杏（みあ）さん 

堅さん 第３子（次女） 

令和７年 10 月 10 日生まれ 

テントを 2 基に増設、テーブル席

に変更、給水場所も変更 

① 

② 

スーパーキノコでパワーアップ！ 

マリオのように元気モリモリ！ 

③ 

♪新しい朝が来た、希望の朝だ～ 

子供と一緒にみんなで １・２・３！ 

④ ⑤ 

出演は津軽三味線の深瀬洋子一

行とビートファイター・エース！ 

雨模様の中での強行で、昼前に競

技は中止、抽選で 4位となる 

見通しが良くなり、クマ出没の抑止効果もあったと思われ

る、６班～７班間の空き地 



 

 

   

今
年
度
の
活
動
方
針
に
掲
げ
た
「
前
野
町

の
未
来
を
考
え
る
」。
行
事
も
一
段
落
し
た
今
、

改
め
て
皆
さ
ん
と
一
緒
に
方
向
を
探
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 ■
こ
れ
ま
で
の
経
緯 

 

詳
し
く
は
「
沖
田
町
内
会
創
立
５
０
周
年

記
念
誌
“
躍
進
”」
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

概
要
は
、
以
下
の
通
り
で
す
。 

・
平
成
２
３
年
、
前
野
町
が
１
０
０
世
帯
を
超

え
た
ら
独
立
を
視
野
に
、
会
館
建
設
を
目

指
し
、
積
み
立
て
を
開
始 

・
予
定
の
５
年
間
で
、
対
象
地
域
の
皆
さ
ん
か

ら
３
７
０
万
円
積
み
立
て 

・
Ｈ
２
７
年
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施 

・
結
果
：「
当
面
は
新
町
内
会
を
考
え
ず
、
積

立
を
終
了
し
、
積
立
金
は
現
町
内
会
館
の

増
築
等
に
充
て
る
。」
が 

（
７
２
％
）
を

占
め
、
積
立
金
は
凍
結
さ
れ
た
ま
ま
現
在

に
至
る
。 

 

■
現
在
の
状
況 

 

あ
れ
か
ら
、
ち
ょ
う
ど
十
年
が
経
ち
、
前
野

町
で
は
新
築
入
居
が
進
み
、
世
帯
数
は
沖
田

町
＋
鳥
木
町
を
上
回
る
状
況
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
も
分
譲
地
や
住
宅
予
定
地
の
開
発
に
よ

り
、
世
帯
数
は
さ
ら
に
増
加
す
る
見
込
み
で

す
。
こ
の
ま
ま
沖
田
町
内
会
と
し
て
継
続
す

れ
ば
、
近
い
将
来
６
０
０
世
帯
を
優
に
超
え

る
大
規
模
な
町
内
会
と
な
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。 

一
方
で
、
前
野
町
が
独
立
す
れ
ば
、
新
し
い

組
織
や
制
度
の
構
築
、
会
館
建
設
、
鹿
嶋
ま
つ

り
の
船
作
り
等
、
創
造
的
な
取
り
組
み
が
必 

   

要
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
沖
田
町
＋
鳥
木
町
で

は
高
齢
化
が
一
気
に
進
む
こ
と
が
予
想
さ
れ
、

前
野
町
の
中
で
も
、
古
い
班
と
、
新
し
い
班
で
、

考
え
方
に
違
い
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

 

■
今
後
の
選
択
肢 

 

２
月
の
班
別
集
会
を
目
標
に
、
皆
さ
ん
の

ご
意
見
を
伺
い
な
が
ら
、
方
向
性
を
探
っ
て

い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。
大
ま
か
に
言
え

ば
次
の
３
つ
で
す
。 

 

１ 

こ
れ
ま
で
通
り
、
沖
田
町
内
会
と
し
て
継

続
し
、
積
立
金
は
沖
田
町
内
会
館
の
補
修

等
に
充
て
る 

２ 

前
野
町
内
会
と
し
て
独
立
し
、
積
立
金

を
基
に
新
し
い
町
内
会
館
を
建
設
す
る 

３ 

前
野
町
内
会
を
設
立
す
る
が
、
会
館
は

建
て
ず
、
必
要
時
は
西
部
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
等
を
使
用
し
、
積
立
金
は
新
町
内
会

の
設
立
資
金
と
す
る 

 

他
に
も
ご
意
見
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
皆
さ
ん
の
率
直
な
お
考
え
を
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。 

   

各
班
長
か
ら
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
で
、
高
齢
化

進
行
に
よ
り
、「
町
内
会
が
こ
の
ま
ま
の
や
り

方
で
う
ま
く
回
っ
て
い
く
の
か…

」
心
配
す

る
複
数
の
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

 

（班
長
か
ら
の
声
） 

成
り
手
不
足
・
・
・ 

班
長
が
順
番
制
で
は
い

ず
れ
限
界
が
来
る
。
高
齢
者
に
負
担
が
重
い 

業
務
負
担
・
・
・ 

集
金
・
配
布
物
の
戸
別
訪

問
が
大
き
な
負
担
。 

 

こ
れ
に
対
し
、
班
長
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
改
善

提
案
は 

 

（班
長
か
ら
の
提
案
） 

代
行
報
酬
制
度
・
・
・
高
齢
世
帯
に
代
わ
っ

て
役
割
を
担
う
人
に
町
内
会
費
か
ら
報
酬

を
支
払
う
仕
組
み 

集
金
方
法
の
見
直
し
・
・
・
一
年
分
ま
と
め
て

集
金
す
る
方
法
の
検
討 

集
金
の
円
滑
化
・
・
・
Ｉ
Ｔ
や
口
座
振
替
な
ど

の
導
入 

  

   

な
ど
で
す
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
以
前
か
ら
話 

に
は
登
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
予
算
面
の

制
約
、
そ
れ
に
、
高
齢
者
宅
の
見
守
り
も
大
事

な
班
長
の
役
割
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
戸
別
訪

問
ス
タ
イ
ル
を
お
願
い
し
て
き
ま
し
た
。 

 

班
長
会
議
で
の
会
長
の
見
解
は
、 

・
班
長
と
婦
人
部
の
業
務
は
以
前
よ
り
か
な

り
減
少
し
て
い
る
。
会
議
の
減
少
、
世
帯
名

簿
の
デ
ジ
タ
ル
化
、
メ
ー
ル
等
Ｉ
Ｔ
の
活

用
、
新
屋
婦
人
会
か
ら
の
退
会
等
、
に
よ
る

も
の
で
す
。 

・
一
方
で
、
高
齢
化
と
単
身
世
帯
の
増
加
等
、

世
の
中
は
大
き
く
変
化
し
て
い
る
の
も
事

実
で
す
。
班
長
と
婦
人
部
の
業
務
に
つ
い

て
は
、
①
制
度
面
の
改
善
と
、
②
業
務
内
容

の
軽
減
・
簡
素
化
を
検
討
し
た
い
、
と
な
っ

て
い
ま
す
。 

 

さ
て
、
当
町
内
会
の
高
齢
化
の
進
行
に
つ

い
て
、「
全
員
が
75
歳
以
上
の
世
帯
数
」
を
一

つ
の
指
標
と
し
て
み
れ
ば
、
現
在
、
町
内
全
体

で
約
10
％
。
し
か
し
、
班
に
よ
っ
て
は
37
％

に
達
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
５
年
後
に
は
、
全

体
で
14
％
、
多
い
班
で
は
44
％
に
達
す
る
見

込
み
で
す
。
全
体
で
は
緩
や
か
に
見
え
ま
す

が
、
古
く
か
ら
の
班
で
は
、
急
激
に
高
齢
化
が

進
行
し
て
い
ま
す
。
分
譲
・
入
居
時
の
世
代
構

成
が
似
て
い
る
た
め
、
高
齢
化
が
隣
近
所
一

斉
に
、
短
期
間
で
進
行
す
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
ま
す
。
班
に
よ
る
違
い
は
あ
り
ま
す
が
、
近

い
将
来
、
ど
の
班
で
も
同
様
の
状
況
が
訪
れ 

            

        

               

る
の
で
す
。 

今
後
、
班
別
会
議
に
向
け
て
、
平
等
性
と
公

平
性
、
弱
者
へ
の
配
慮
を
忘
れ
ず
、
持
続
可
能

な
町
内
会
を
、
皆
さ
ん
と
共
に
考
え
て
い
き

ま
す
。 

今
現
在
、
高
齢
化
に
直
面
し
て
い
る
班
の

方
々
の
、
知
恵
と
努
力
が
参
考
に
な
る
で
し

ょ
う
。 

町
内
会
は
、
誰
か
が
背
負
う
も
の
で
は
な

く
、
み
ん
な
で
支
え
合
う
も
の
で
す
。
小
さ
な

声
も
大
切
に
し
な
が
ら
、
未
来
に
つ
な
が
る

仕
組
み
を
一
緒
に
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

  

沖田町イルミネーション 
今年もあります 

12/6～12/31（予定） 
場所：変則十字路付近 

～ ボランティア隊 ～ 

前
野
町
の
未
来
を
一
緒
に
考
え
ま
し
ょ
う 

前
野
町
に
関
す
る
こ
れ
ま
で
の
経
緯 

〇
Ｈ
8

年(

１
９
９
６)

か
ら
１
０
年
間
、 

現
在
の
沖
田
町
内
会
館
を
建
て
る
た
め
に

１
軒
当
た
り
月
五
百
円
、
合
計
三
万
円
拠

出
、
将
来
独
立
が
予
想
さ
れ
る
分
譲
地
の
新

規
入
居
者
か
ら
は
徴
収
し
て
い
な
い
。 

〇
Ｈ
10
年(

１
９
９
８)

頃
（
前
野
町
）
19
、

20
、
21
、
22
班
に
入
居
が
始
ま
る
。 

〇
Ｈ
22
年
（
２
０
１
０
）
の
総
会
で
、
前
野
町

内
会
独
立
の
た
め
に
新
町
内
会
館
建
設
積

立
が
議
決
さ
れ
る 

〇
Ｈ
23
年(

２
０
１
１)

度
よ
り 

独
立
予
定

の
19
～
22
班
か
ら
、
５
０
０
円
ず
つ
積
立

開
始
。
５
年
後
の
新
町
内
会
館
建
設
を
目
指

し
て
。（
建
設
用
地
は
前
野
町
Ｌ
字
公
園
隣
） 

〇
Ｈ
27
年(

２
０
１
５)

５
年
後
、
積
立
が
約

３
７
０
万
円
と
な
る
。 

〇
Ｈ
27
年(

２
０
１
５)

前
野
町
独
立
に
関
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施 

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果 

（集
計
結
果
提
示
）平
成
27
年
12
月
27
日 

 

（
対
象
）
19
班
～
22
班 

１
０
２
世
帯 

（
回
収
率
）
66

.7
％ 

 

（
内
容
） 

１ 

新
町
内
会
の
発
足
を
目
指
し
、
こ
の
ま
ま

積
み
立
て
を
続
け
る
。･･･ 

15
（
22
％
） 

２ 

当
面
は
新
町
内
会
を
考
え
ず
、
積
立
を
終

了
し
、
積
立
金
は
現
町
内
会
館
の
増
築
等
に

充
て
る
。 

 
 
 
 
･･･ 

49
（
72
％
） 

３ 

そ
の
他 

 
 
 
 
･･･ 

４
（ 
6
％
） 

 

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
受
け
、
班
別
会
議
等
で

さ
ら
に
話
し
合
い
、
新
町
内
会
発
足
の
可
能
性

を
残
し
な
が
ら
、
会
館
積
立
は
終
了
し
、
積
み

立
て
た
３
７
０
万
円
を
凍
結
し
て
、
現
在
に
至

る
。 

沖田町＋鳥木町 

２６９世帯 

前野町 

２８４世帯 

白枠内は、主な
空地を示す 

町
内
会
の
こ
れ
か
ら
を
問
う 

班
長
会
議
（
中
間
）
に
て 

発行日 令和 7 年 12 月 5 日 No.50 

◆ 

冬
に
向
け
て 

雪
の
備
え
を
万
全
に 

◆ 
  

降
雪
の
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
除
雪
に
関
し
て
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

  

１． 玄関先や車庫前の雪
よせにご協力を！ 

 
玄関、間口などによせ

られた雪は、各ご家庭で
処理してくださるよう
お願いします。 

２． 路上駐車は絶対にし
ないで！！ 

 
除雪車が入れず、除雪

が後回しとなったり、中
止となる場合がありま
す。 

３． 道路に雪を出さない
で！！ 

 
路面の悪化を招き、事

故の原因にもなります。 

４． 段差プレートなどを
置かないで！！ 

 
道路をできるだけ広

く除雪するため取り外
してください。 

５． 深夜の除雪作業
にご理解を！ 

 
翌朝の通勤時間帯ま

での完成を目指して作
業します。 


